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	6．日林誌編集担当からの報告
	丸山理事から，特集企画「バイオマス発電所は燃料の未利用木材を安定的に確保できるのか」の内容や，日林誌論文賞の選考状況，現在の編集状況が報告された。投稿数が減少傾向にあることに対して，分野によっては長編論文の希望があり，投稿促進のためにも超過ページ料金の引き下げを検討して欲しいという意見があった。本件は財政とも関わるので，会計担当も交え検討していくことになった。また，WEB of Scienceへの収載（Impact Factorの取得）やScopesへの収載の進捗状況についても報告があった。
	7．JFR編集担当からの報告
	福田理事の代理として堀理事から，現在の編集状況，22巻からのTaylor & Francis社への移行準備状況，Ecological Researchとの合同特集号，特集「福島原発事故後の森林生態系での放射性セシウム動態：初期5年間の経験」の原稿募集，JFR論文賞の選考委員会を組織し，9月8日まで候補論文の推薦を受け付けていたこと，21巻5号に1件の論文撤回の報告を掲載すること，海外編集委員として新たにChuankuan Wang博士（中国，東北林業大学）を選任したこと，2015年のImpact ...
	8．森林科学編集担当からの報告
	太田理事の代理として松浦主事から，現在の編集状況や，CiNiiの閉鎖に伴うJ-Stageへの移行作業の進捗状況が報告された。また，Pay per Viewシステムの導入可能性やパスワードによる閲覧制限期間の短縮による得失についての検討結果が報告され，前者は費用負担が大きいため，閲覧制限期間を2年間から1年間へ短縮することで理事会の了承が得られた。
	9．広報・ウェブサイト編集担当からの報告
	宮本理事から，ウェブサイト編集委員会のアドレスを新設したこと，メールマガジン73～76号の発行，アドレスリストの更新，ウェブサイトの更新および閲覧状況について報告があった。理事の担当区分が前期とは異なっているため，次回定時総会に向けて定款・規則等の見直しを準備する必要性が指摘された。
	佐藤理事から，風致部門の委員の不足を補うため新たに深町加津枝会員（京都大学）を林業遺産選定委員に選任したことが報告された。また，今年度の公募推薦の締め切りを12月31日とし，来年4月中旬までに選定作業を行い，5月（予定）の理事会で選定結果を報告するというスケジュールが示された。また，認知度の向上と応募促進のため，関係機関や連携学会などへの働きかけが必要なこと，選定された林業遺産の所有者や管理者にとって目に見えるメリットにしていくことが検討課題として指摘された。
	12．国内研究機関連携担当からの報告
	井出理事から，国内研究機関連携に関するアンケート調査の案が提示され，10月の実施に向けてさらに内容を検討していくことになった。
	13．会計担当からの報告
	竹中理事より，第127回大会（日本大学）の決算が報告され，参加者が見込みより多かった一方，会場費は見込みより少額であったことなどから，約100万円の収入超過となり，超過分は本部会計「指定正味財産（大会準備引当資産）」に繰り入れたことが報告された。また2016年度8月31日までの半期決算の報告があった。2015年度監査指摘事項への対応として，正味財産増減計算書の「電子図書等」という費目を実態に即して「ロイヤリティ等」に修正したこと，銀行口座１件を期末までに解約する方針であることが報告された。また，...

